
ＨＫコンバート作業の使い方                Hkokina 

このソフトは，基本とする名簿の順に，名前が一致するかを元にデータを並びかえるものです。例え

ば，２年生のデータを３年生の名簿順にしたいとき，外部テストの結果を学校の名簿順にしたいときな

ど，これを使えば一瞬でできます。進路指導の事務作業にとても便利なソフトです。 

 

１ 操作方法 

① 「基本名簿」 元になる名簿を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 例えば「校内試験」の場合 氏名と素点をコピペします。 

 データクリアボタンを押して余分なデータを削除した後、名前と素点を２１行以降にコピペします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「作成」ボタンを押すと、下の図の通り並び変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ このデータをコピーして、適切な場所にペーストします。 

 

＊マニュアルに載っている名前等のデータは，架空のものです。 

① 合わせたい元になる名簿データのID，組，番，氏名を入力します。 

  IDは昇順になるようにしてください。 

② 罫線ボタンを押すと罫線を書き直します。 

・プログラムは，空白を削除して名前が一致しているか見ています。 

 同姓同名の生徒がいたら，予め基本名簿と並べ替えたいシートの生徒

名にA，Bを付け加えるなどして区別できるようにしてください。（プ

ログラムは，同姓同名がいないものとして処理しています。） 

・クリアボタンは名簿を消去します。２回押すと範囲が最大になります。 

・罫線は、入力した名簿に罫線をかきます。 



２ 補足 

 このソフトは G 列にある生徒氏名と基本名簿の氏名が一致するかを見て並びかえています（組，番，

性は見ていません）。名前が一致しない場合は，最後の方に表示されます。そのような場合は，並びかえ

たい生徒氏名と基本名簿の氏名が一致していないので，生徒氏名と氏名が同じになるように修正し，再

度「作成」ボタンをクリックすると正しい位置に並びかえられます。 

 下の図は，「その他」のシートです。項目数は１４までありますが，自由に増減できます。２０行に表

題，G列に生徒氏名が入っていることが条件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目を変えたら、データクリアボタンを押すと、入力範囲が変わります。ただし、表題の色と罫線は対

応していないので、自分で追加してください。 

 

 

３ 終わりに 

このソフトは HK進路サポート（３者面談・査定会資料作成）用に開発したものです（HK進路サポート

は秘密データを含むため公表できません）。HK 調査書もデータの並び替えが必要なので公表しました。

これを使うとデータの並びかえ作業が本当に簡単になります。 

お気づきの点や共同開発の要望があれば，hkokina@yahoo.co.jpまでご連絡をください。 

  なお，このソフトを使って，不利益が生じた場合などは責任を負いません。また，著作権は Hkokinaに

あります。 
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